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1. 調査・研究概要 







２. 調査結果 
       

   因子分析・クラスタ分析 
   －スマホの関与－ 







2-3．スマホの関与 クラスタ分析結果 

S1:積極派 S2:実用派 S3:不満派 S4:消極派

713 898 1,040 287

24.3% 30.6% 35.4% 9.8%

利用重視 0.4 0.1 0.1 -1.7

外見重視 1.0 -0.4 -0.3 -0.4

ネガティブ -0.2 -0.6 0.7 -0.2

n

人数構成比

因子

抽出された３つの因子（「利用重視」「外見重視」「ネガティブ」）をもとにクラスタ分析を
行った結果、「積極・実用・不満・消極」クラスタに分けることができた。 
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2-4．スマホの関与 社会的分布 

「積極派」は利用頻度も高く、さまざまなサービスを利用している。 
「消極派」は利用頻度が少なく、メール中心の利用。また、ライフスタイルも 

セグメント間で異なる結果に。 

S1:積極派 S2:実用派 S3:不満派 S4:消極派 全体

男女比 54：46 50：50 45：60 59：41 50：50
60代：70代比 63：37 66：34 53：47 53：47 60：40

スマホの利用頻度 1日１回以上の利用 94% 90% 88% 65% 88%

応用サービス利用 80% 74% 69% 46% 71%

基本サービス利用 18% 23% 29% 40% 26%

サービス未利用 2% 2% 3% 14% 3%

経済的ゆとりがある 48% 48% 42% 38% 45%

時間的ゆとりがある 78% 82% 77% 71% 78%

有職率 58% 63% 68% 68% 64%

属性

ライフスタイル

ＩＣＴサービスの
利用
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３. 調査結果 
       

   数量化理論第Ⅱ類を用いた分析 
－スマホの関与クラスタが分かれた要因－ 





３-２．外的基準と説明変数、説明変数間の相関 

外的基準と説明変数間で最も高い係数は0.22 
説明変数間で最も高い係数は0.23 

最初の１週間 今後の意欲 イノベータ得点 保有期間 きっかけ 習得 日々の活動 即時遅延 年代 経済的ゆとり

最初の１週間 0.08 0.07 0.13 0.13 0.14 0.06 0.05 0.10 0.04

今後の意欲 0.08 0.13 0.11 0.13 0.13 0.08 0.05 0.04 0.03

イノベータ得点 0.07 0.13 0.06 0.11 0.04 0.12 0.23 0.05 0.10

保有期間 0.13 0.11 0.06 0.15 0.12 0.05 0.08 0.08 0.03

きっかけ 0.13 0.13 0.11 0.15 0.23 0.04 0.09 0.03 0.05

習得 0.14 0.13 0.04 0.12 0.23 0.09 0.07 0.08 0.06

日々の活動 0.06 0.08 0.12 0.05 0.04 0.09 0.05 0.12 0.13

即時遅延 0.05 0.05 0.23 0.08 0.09 0.07 0.05 0.04 0.09

年代 0.10 0.04 0.05 0.08 0.03 0.08 0.12 0.04 0.05

経済的ゆとり 0.04 0.03 0.10 0.03 0.05 0.06 0.13 0.09 0.05

クラメールの連関係数
1 今後の意欲 0.22
2 最初の１週間の利用 0.20
3 イノベータ得点 0.18
4 きっかけ 0.17
5 スマホの保有期間 0.15
6 習得 0.15
7 即時－遅延志向 0.11
8 年代 0.07
9 日々の活動クラスタ 0.06
10 経済的ゆとり 0.04

アイテム名

◆説明変数間の相関 

◆外的基準と説明変数間の相関 
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